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Yamakawa Kikue kara manabu (Learning From Yamakawa Kikue) 
 
 わたくしは、ある縁で、早稲田大学の文学部史学科の卒業論文で、山川菊栄の、




 わたくしの母（1922 年生まれ）は、満 4 歳のとき、父に労災事故で死なれて、
里子に出された。その時、一番下の弟が、実母のお腹にいた。父の死後、東京府
下荏原郡（現、品川区）から、物価の安い東京府下南葛飾郡亀戸（現、江東区）
に転居する。一番上の姉が、少しでも家計の足しにと考え、姉が 9 歳、次姉が 7





















































川菊栄没後、全 10 巻別巻 1 巻からなる『山川菊栄集』（岩波書店）の編集作業に
当たることになる（81～82 年刊）。この編集に関していうと、大学院生の頃、お
世話になった鹿野政直先生の推挙が大きかった。 
 それ以降、岩波書店に限っても、全 3 巻からなる『山川菊栄女性解放論集』（1984
年）、『山川菊栄評論集』（1990 年）、全 8 巻別巻 1 巻からなる『山川菊栄集 評論
篇』（2011～12 年）、『おんな二代の記』の新装増補改訂版（2014 年）を出しても
らった。 
































集の基本を伝授していただいた。竹田さんは 2015 年 9 月、享年 87 歳で逝去され
た。この恩義について、わたくしも会員の一人である、『大逆事件を明らかにする
会 会報』の最新号に短文を寄せた。（2015 年 10 月 19 日記） 
 
 
 
 
 
 
 
 
